「学習指導案（導入・展開・まとめ）」
授業名：先端機械論（スマート農業概論）　対象学年：1年生 18名　担当教員：貞徳清　

	本時のねらい
・スマート農業技術への関心を深める
・スマート農業の課題と将来について学ぶ



本時の展開
	
	時間
	学習活動
	留意事項

	導入
	5分
	１．前回の振り返り
［コール＆レスポンス］
「スマート農業活用事例の研修はどこで、何をしましたか？」

２，本時のねらいの提示
スマート農業技術への関心を深める、
スマート農業の課題と将来について学ぶ
	




・知識定着ではなく、自ら調べ・考える姿勢が本時では重要なことを伝える

	展開①
	5分
	３．講義＜基礎編＞
①用語の復習
②スマート農業機器の進化と、普及の背景
［問いかけ］
「スマート農業普及が急務とされる背景は何か」
	



・「高齢化」「農業従事者の減少」といった言葉が自然と引き出されるように問いかける
→新聞記事の紹介
・自分たちが就農時にはスマート農業が必要不可欠なことに気づく

	展開②
	25分
	４．［調べ学習］
身近なスマート農業機器やシステムについて調べ、班でまとめる（10分）

［発表］
班で出た内容を代表者が全体へシェアする
	・専攻ごとに向かい合って座る
・机中央に白紙用紙を置き、各自で調べた内容を書き出していく

・学生の発言について、他の専攻の学生が理解できるよう補足説明をする
・［問い返し］を通じて学生の調査を深掘りする

	展開③
	25分
	５．［グループディスカッション］
あったらいいと思うスマート農業機器やサービスについて班で話し合う。既に実用化されているものでも、今後期待するものでも可。班で出た意見を紙にまとめ（10分）

［発表］
班で出た意見を理由も添えて全体へ発表する
	








・調べ学習時同様、補足説明や［問い返し］を行い、学生の気づきを深める

	展開④
	20分
	６．講義＜基礎編＞
学内のスマート農業機器の紹介を通じ、現在使用されているスマート農業の活用事例について理解を深める

７．講義＜発展編＞
・スマート農業機器を活かした新たな生産方式について学ぶ
例１）ロボットアーム作業に合わせたリンゴの樹形
例２）機械収穫に合わせた品種改良

・「みどりの食料システム戦略」におけるスマート農業普及について言及する
	・スマート農業機器の導入が必ずしも省力化や生産性向上に結び付かないことに気づく
・自分の経営に合った、機器の選定が重要であることに気づく

・これまで…人に合わせてスマート農業機器を活用
これから…機械に合わせて、人の働き方・作物の形状・農場のサイズ等を変える時代がやってくる
・新しい時代に柔軟に対応した農業者になってほしいと、思いを伝える


	まとめ
	10分
	８．［振り返りクイズ］
本時の内容を元に作成したクイズ用紙を配布、各自で回答（５分）
教員から解説（５分）
	・分からない点があれば資料を見返しても良い



評価方法
：調べ学習で１つ以上のスマート農業機器を調べて、班内に共有できている
：グループディスカッションで自分の意見を１つ以上出すことができている
：クイズ用紙の感想覧に、その日学んだことや気づきを書けている

